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誤差が脚長さの推定誤差に与える影響を調べた結果、測定精度 100 N 程度のセンサで推
定誤差 5 μm が達成でき、実用上十分な精度でレベル調整ができることを示した。 
第 4 章では、動的支持環境順応の原理と検証方法・結果について述べている。機械運
動時に問題となる残留振動は、設置床上で機械がロッキング振動するモードに起因す
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結果、冷却ユニットの消費エネルギを 25～75%削減できることを示した。  
第 6 章では、検証した機能を立形工作機械に実装した場合に期待されるエネルギ削減
量を試算した結果について述べている。試算では、エネルギ消費削減量は、静的支持環
境順応、動的支持環境順応、熱環境順応サブシステムの順に大きく、全体で機械 1 台当
たりの月間消費エネルギの 20%程度を削減できることを報告している。 
第 7 章は以上をまとめた結言であり、設置環境に順応しながら工作機械を運転する機
能の重要性と今後の課題についてまとめている。 
 
 
